
第38回大会〕

A 204

食　物　103

却ip勤労名家島必主体的食様式^形戌ヽI-ついてーり985奪だ節々-ユータ

ウン住住の嵐用労働名タ享の生活時彦調麦-^心とづい?一
昭和か万象玖　0上岡薫、暗和すr^燥χ　瀬珊頼子　ヌ野島.チ

目的：あ鼻峰珊家長俵、日^り食生多威式isﾌﾟ（:* n良化をビり･、こっ(^ 琉､Kをゑ5 i とが･

で･きう。一つ≫ ’まかト感便■ 夕導きJ をむリ-? (5?r-しふ企､挙､主噂包め食導べで･函'Jプ侈

/aこれを才|t＼i|し･一孝づ･<リ。型食格式｀をむp]しZ. いるざa であろ。こうレ糾状泥必中で特

･・共働き象庭らあいこ^殲自め生浪系庁､^^わせて「善本的食生廓知爾秘侭ドガとブレけこ

簡便でを＆,卜栄養^bヽ?･ 象策^ 喩力左%了る・孝旅八左や夙t るという課胎左ざ・r い

るμ^.･であろ. このdr う甘擲も、から、廠生乖吻璽点､. 節理時間と献jtの闇係、鳶理匁珍

聞矩縮レてぃ5 fcこう. 根当名丿気袴る薯＼ヽクいり^ヽ前島行う。

方鳶：が峨及こ>･調査対象勿騎赦/ま『E 大節布＝､一一タウン私恨詞象用布働書秀泰刀生名吟

闇■ 生息孫式｀才I 和』でまへ･られる球、本和者尽は椅iヽ. 套生派､つ劇冴やr^Y一トヒ献

t鳶を？い乙分趙レド。

無果：尿争芦働, 俘か?･ざ鯛埋■ 食串丿If f-Tけμ、墨池査､つあいT ぎ渚とにと･黍r-よ、で

(= rsわれひる. 食生珠^吏辰､Oi ゐ､リ’？エ・次ヽ姉島をレ聊くなレり降等、柘噺・ハ･一卜ヽ

常勤で丿がヽ/ヽ/aTjく. 座段隋X'･≪外働､? 敷庭弗､匍。生応系吋十あわ-eか主峰的参禅式ヽ。り

戌屯台覧して　犬
いるヒ必参;t

司lい・

犬苓の細竃暑付ぴ時刻と必^堆<?'≪､*:、（f^,メ*.;>　　　　　　　単位｡. fft伺,β、'A
゛m″¨m’ ゛iT'T i%Bl 床羞 胆!胤 各＆狐 簡1≫ ふい以3 ! りん てr－

魚座’ ｌ 2.0f ○ 51 69.≫ 33.3 AbA 1.4- 3ii.2. 13.ど I .-4

ハ≫－ト ○ 1.44 ○ 40 bO.O 32 Ｑ 38.0 6.0 3 O.D 2.O.O 8.0

貳　ｂ ぢ 1.20 ｉ 33 7 3.3 36.7 40.0 (] I ら.7 3d．∂ ∂

れ / / / / 6≪<-.4 33.6^ 42.3 2.7 3 0.2 I 8. ? ?．4

A 205 麿生活り溝迄こ厠ず* 研充(1)一象誄とけ知/,^-与£る米数へ・fi^－
　　　　共ゑ女争外人　　ｏ黒摩　隻耀乎　　象か希も

　回的　曰本人､ﾀ)食生活がり･系型｡康生娘j と＼に評価！れi以東、挙熹啄i,食物のtつ

Ｃ戸戸導戌･'おいX . そo) /りyス5鳶欄し-z ？だ。そ・i うな状既のヽり≒在米を日系

型食生活と麹t^-つけ, 國ゐに･'おL ，<≪財和面を､?（米ｱ消彙拓八れ^bヽろ)ic ずる働

きか･すが起、た。t *ヽし米が｀右っひP 侠嶮碑^ レフがり･], あいヽほ米料理(^、瑞代の食

行動必ヽﾔ･'おいてi米の消｜拡たにっrj:
,りaヽ.

k ヽヽうこどは疑肉がある。

生知*、物力ヽこ参ヵヽに存仁ずる限ケ. マイナス､･こ以遠まないφのである、生冶i発表?也ゐ

囮争が、人萬刀引

ベランスだけが位まヅけゐ: ^ iよでぞない。けこが、て、^本人が刎虻永の調理形愚r^

おいて現仁以』=。りこ化的心軋辰させゐを系を有レた時口i、米・浹責't'J*^やす% 可能性

き片っであろラ。i trレ太め第膏f は冷& 々^戒ケ唯絢をPi どべいる。そこで稲作莱

象め食生かでおける米報につい1 , そ心i疼的、文化的允足や態の東急召明い･にすゐ。

　方瓜　り本の平均的ダ農雰糾とざ九ら沁ふ敏勝斟11胡郡の庫齢き対釦’ヽ救米摂取ご奮お

4 び米料理ﾓ調蛋し、それ5 米j:ネ八／ギーにおよび米の調理形態の剃tl3 々ヽら解所i Pz。

慨t、1

　　　　２

　　　　Ｊ

象族り均年齢t米エ･わ・ぞ一叱･*瀕ill 'i

隼寡･リ易々、膏東でtる邱必T-米ﾆ・-わレそ'一応^^-低い･

米調建溥ヽの人f *ヽ゛白米めいL ての馬鍬ぐあリ・米鋼理にn%二心・μ堵的

μぶえ足。硬伺り0.^ヽ。


